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会社HPはこちらです
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年年年年年年年年年年年年年

処理方式 種類 処理能力 設置年月日

廃プラスチック類 48.87ｔ/日(8h)

紙くず 115.04ｔ/日(8h)

※令和2年10月1日休止届受理 繊維くず 103.2ｔ/日(8h)

選別・破砕 紙くず 17.8ｔ/日(8h) 平成22年9月14日

廃プラスチック類 175.2ｔ/日(8h)

紙くず 217.6ｔ/日(8h)

繊維くず 205.6ｔ/日(8h)

廃プラスチック類 222.96ｔ/日(8h)

紙くず 222.96ｔ/日(8h)

繊維くず 201.84ｔ/日(8h)

処

理

施

設

平成11年4月11日

平成22年9月14日選別

平成22年9月14日選別・圧縮

選別・圧縮

年年年年年年年年年年年年年 10- 22年 年

産業廃棄物の種類 事業区分 保管面積 保管量上限

紙くず

廃プラスチック類

紙くず

廃プラスチック類

繊維くず

562㎡

保

管

施

設

2,810㎥

選別・圧縮 42㎡ 84㎥

選別・圧縮

紙くず 選別・破砕 224㎥56㎡

処理方式 種類 処理能力 設置年月日

選別

汚泥(注1)・廃酸(注2)・廃アルカリ(注2)・廃プラスチック

類・金属くず(注3)・ガラスくず（積み替え保管）・コンク

リートくず及び陶磁器くず

20ｔ/日(8h) 平成17年3月18日

金属くず（アルミ缶用） 5ｔ/日(8h) 令和3年7月7日

金属くず（スチール缶用） 9.6ｔ/日(8h) 平成17年3月18日

金属くず 19.8ｔ/日(8h) 平成22年9月14日

圧縮 金属くず 14.48ｔ/日(8h) 平成22年9月14日

廃酸(注2)・廃アルカリ(注2)・廃プラスチック類 60.7ｔ/日(8h)

廃酸(注2)・廃アルカリ(注2)・金属くず 43.93ｔ/日(8h)

破砕・減容固化 廃プラスチック類（廃発泡スチロールに限る） 0.8ｔ/日(8h) 平成27日11月30日

選別 廃プラスチック類・木くず 3.2ｔ/日(8h) 平成19年3月6日

廃プラスチック類 3.4ｔ/日(8h)

ゴムくず 3.4ｔ/日(8h)

金属くず 4.9ｔ/日(8h)

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 4.5ｔ/日(8h)

紙くず 3.3ｔ/日(8h)

木くず 3.4ｔ/日(8h)

繊維くず 2.4ｔ/日(8h)

破砕・選別

処

理

施

設

令和2年9月7日

圧縮

圧縮 平成22年9月14日

年年年年年 年年年年年年年年年 1444年年年年年

(年 1) 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年  (年 2) 年年年年年年年年年年年年年年年年
(年 3) 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年  (年 4) 年年年年年年年年年年年年

産業廃棄物の種類 事業区分 保管面積 保管量上限

146㎡(高さ4ｍまで) 584㎥

34㎡ 57.8㎥

30㎡ 90㎥

72.5㎡ 261㎥

廃酸(注2)・廃アルカリ(注2)・金属くず・廃プラスチック類 圧縮 20㎡ 100㎥

金属くず 圧縮 36㎡ 180㎥

廃プラスチック類・ゴムくず・金属くず・ガラスくず・コンク

リートくず及び陶磁器くず・紙くず・木くず・繊維くず
破砕・選別 33㎡ 65.3㎥

木くず 破砕・選別 50㎡ 100㎥

汚泥(注1)・廃酸(注2)・廃アルカリ(注2)・廃プラスチック

類・金属くず(注3)・ガラスくず(積み替え保管)・コンクリー

トくず及び陶磁器くず

選別・圧縮

破砕・減容固化廃プラスチック類保

管

施

設

P.4



年年年年年年年年年年年年年

処理方式 種類 処理能力 設置年月日

廃プラスチック類 8ｔ/日(8h)

紙くず 51.2ｔ/日(8h)

繊維くず 64.8ｔ/日(8h)

廃プラスチック類(注4)、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラスくず(注4)・コンクリートくず(注4)及び陶磁

器くず(注4)、木くず、がれき類(注4)

104.8ｔ/日(8h)

汚泥(注1) 427.68ｔ/日(8h)

金属くず(注1)

選別・圧縮 平成28年8月15日

処

理

施

設

年年年年年 年年年年年年年年 1000 - 5年年年年年

(年 1) 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年  (年 2) 年年年年年年年年年年年年年年年年
(年 3) 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年  (年 4) 年年年年年年年年年年年年

産業廃棄物の種類 事業区分 保管面積 保管量上限

汚泥(注1)・金属くず(注1)・廃プラスチック類 選別・圧縮 13.8㎡ 16.0㎥

汚泥(注1)・金属くず(注1)・繊維くず 選別・圧縮 13.8㎡ 16.0㎥

汚泥(注1)・金属くず(注1)・紙くず 選別・圧縮 60㎡ 32.3㎥

6.9㎡ 24.0㎥

6.9㎡ 24.0㎥

6.9㎡ 24.0㎥

6.9㎡ 24.0㎥

68㎡ 224.4㎥

34㎡ 122.2㎥

保

管

施

設 廃プラスチック類(注4)、紙くず、繊維くず、ゴムくず、金

属くず、ガラスくず(注4)・コンクリートくず(注4)及び陶磁器

くず(注4)、木くず、がれき類(注4)

選別・圧縮
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年年 32 年年年年年年年年年

年年 32 年年年年年年 20 年年年年年年
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4年年 4.0 年年

1年年 1.0年年

1年年 1.0年年

1年年 1.0年年

年年年年年年年年年年年

年年 11年年年年年年

年年 12年年年年年年

年年 13年年年年年年

年年 28 年年年年年年

1年年 1.0年年

1年年 1.0年年
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年年年年年年年年

年年年年年 年年年年年 2024.7 年 2025.6

P.7

年年年年年 年年年年 2024.4 年 2025.3

産業廃棄物の種類 合計 単位

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 1374.19 t

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 141.39 m3

がれき類 156.34 t

ビン・缶・ペットボトル 2355.25 t

ビン・缶・ペットボトル 120.00 m3

汚泥 30.66 t

汚泥 0.50 m3

感染性廃棄物 27.29 t

感染性廃棄物 543.74 m3

管理型混合廃棄物 293.15 t

管理型混合廃棄物 202.36 m3

金属くず 475.44 t

蛍光灯 3.08 t

建設混合廃棄物 0.50 m3

混合廃棄物（金属くず・プラ） 0.11 t

紙くず 1.72 t

石膏ボード 27.36 t

石膏ボード 11.10 m3

繊維くず 0.24 t

動・植物性残渣 38.79 t

動植物性残さ 204.64 t

廃アルカリ 3.20 t

廃アルカリ 0.18 m3

廃プラスチック類 5194.86 t

廃プラスチック類 257.41 m3

廃棄機材 0.58 t

廃酸 1544.69 t

廃電気機械器具 0.20 t

廃電池類 2.64 t

廃油 3.16 t

発泡スチロール 102.26 t

複合材 0.07 t

木くず 324.93 t

木くず 39.40 m3

年年年年年年年年 年年年年年 年年
2024.7 年 2025.6

■古紙収集量と再資源化量 単位：kg

種類 区分 合計

古紙 44,035,871

機密書類 413,140

39,344,920

89%

■一般廃棄物（可燃ごみ）収集量と処理費用 単位：kg

種類 区分 合計

収集量 3,877,945

処理費用 62,900,340

収集量

出荷量

リサイクル率％

可燃ごみ（収集運搬）

■フロン回収量

種類 項目 整備 破棄等 整備 破棄等 整備 破棄等

CFCを回収した第一種特定製品の台数 0 14台 14台

回収した量 0 1.46kg 1.46kg

フロン類破壊業者に引き渡した量 0 1.46kg 1.46kg

CFCを回収した第一種特定製品の台数 3台 8台 11台

回収した量 0.77kg 0.77kg 4.80kg

フロン類破壊業者に引き渡した量 0.77kg 0.77kg 4.80kg

CFCを回収した第一種特定製品の台数 4台 80台 84台

回収した量 2.96kg 12.08kg 15.04kg

フロン類破壊業者に引き渡した量 2.96kg 12.08kg 15.04kg

HCFC

HFC

エアコンディショナー
冷蔵機器及び

冷凍機器
合計

CFC



産業廃棄物の種類 処分方法 合計 単位

ガラス・陶磁器くず（飲料入り） 選別 0.09 t

ガラスコンクリート・陶磁器くず 選別圧縮 635.42 t

ガラスコンクリート・陶磁器くず 選別、圧縮 172.14 t

金属くず 選別、圧縮 401.55 t

金属くず 選別 242.84 t

金属くず 選別圧縮 53.82 t

金属くず 圧縮 17.36 t

金属くず（飲料入り） 圧縮 2.45 t

金属くず・汚泥（廃乾電池） 選別 9.59 t

混合廃棄物（ビン缶ペット類） 選別圧縮 2471.03 t

廃プラスチック類 選別 2062.57 t

廃プラスチック類 破砕・選別・固化 1341.36 t

廃プラスチック類 選別、圧縮 742.71 t

廃プラスチック類 選別圧縮 47.81 t

廃プラスチック類（飲料入り） 圧縮 16.69 t

廃プラスチック類（発泡） 破砕・減容固化 133.68 t

廃酸 圧縮 1539.58 t

木くず 破砕・選別 307.77 t

木くず 破砕・選別 307.77 t

木くず 破砕・選別・固化 1.13 t

年年年年年年年年

年年年年 年年年年年 2024.7 年 2025.6

P.8

産業廃棄物の種類 処分方法 合計 単位

ガラスコンクリート・陶磁器くず 安定型埋立 11.43 t

ガラスコンクリート・陶磁器くず 管理型 0.00 t

ガラスコンクリート・陶磁器くず 管理型埋立 55.07 t

ガラスコンクリート・陶磁器くず 選別・破砕 4.82 t

ガラスコンクリート・陶磁器くず 破砕・分別 357.30 t

金属くず 選別・破砕 51.35 t

金属くず 破砕・選別・分級 0.41 t

金属くず・汚泥（廃乾電池） 選別・破砕 10.23 t

金属くず・汚泥（廃乾電池） 溶融 2.74 t

紙くず 選別・破砕 15.76 t

紙くず 破砕 0.58 t

紙くず 破砕・選別・固化 0.00 t

繊維くず 破砕 0.00 t

廃プラスチック類 圧縮固化 83.38 t

廃プラスチック類 管理型埋立 55.07 t

廃プラスチック類 固形燃料化 72.04 t

廃プラスチック類 焼却 1569.24 t

廃プラスチック類 選別・破砕 286.07 t

廃プラスチック類 破砕 354.52 t

廃プラスチック類 破砕・選別・固化 1341.36 t

廃酸 焼成 0 t

廃酸 浄化 119.32 t

廃酸 中和 1335.76 t

廃酸 中和 1335.76 t

木くず 破砕・選別 44.77 t

年年年年 年年年年年 2024.7 年 2025.6

※リサイクル率算出方法・・・（直接資源化量＋中間処理後再生利用量）÷（ごみの総処理量）×100

年年年年年年 88.43 年

直接資源化量 中間処理後再生利用量 ごみ総処理量 リサイクル率（％）

39,344.92 4,758.13 49,873.08 88.43
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年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年

年年年年年年

年年年年年年年年年

年年年年年年年年年
年年年年

年年年年年年年年
年年年年年

年年年
年年年年年年年年年

年年年年年年年年
年年年年年

年年年年

私たちの手で
ひとつひとつ
再資源化へ

P.10

一般廃棄物・産業廃棄物収集運搬及び処分業（中間処理）

使用済資源回収及び再資源カ業

事業拡大につき追加



年年年年年年年年年 (SDGs) 年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年

年年年年年年年年
年年年年年年年年年年

CI 年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年

年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年
年年年年年年年

年年年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年 100年
年年年年年年年年

年年年年年年年

Ev 年年年年年年

年年年年年年年年

年年年年年年年年年年
年年年年年年年年

年年年年年年年年 PTA 年年年年年
年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年 2年年
年年年年年年年年年年年年年年年
12年年年年年年年年年年年年年年
年年

P.11



年年年年年

本社

有価物として売却排出業者 収集運搬業者

選別・破砕
選別

選別・圧縮

㈱永野商店

中間処理 処理方法

■廃プラスチック類、紙くず、繊維くず

北部事業所

委託業者排出業者 収集運搬業者

選別㈱永野商店

中間処理 処理方法

■廃プラスチック類、木くず
■汚泥（廃乾電池（水銀使用製品産業廃棄物を含む）に限る）
■廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類
■金属くず（水銀使用製品産業廃棄物である廃乾電池を含む）
■ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

有価物として売却

委託業者排出業者 収集運搬業者

圧縮㈱永野商店

中間処理 処理方法

■金属くず（アルミ缶用）
■金属くず（スチール缶用）
■金属くず
■廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類
■廃酸、廃アルカリ、金属くず

有価物として売却

委託業者排出業者 収集運搬業者

破砕・減容固化㈱永野商店

中間処理 処理方法

■廃プラスチック類（発泡スチロール）

有価物として売却

委託業者排出業者 収集運搬業者

破砕・選別㈱永野商店

中間処理 処理方法

■廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず、紙くず、木くず、繊維くず

有価物として売却

P.12



西部事業所

委託業者排出業者 収集運搬業者

選別、圧縮㈱永野商店

中間処理 処理方法

■廃プラスチック類
■紙くず ■繊維くず
■廃プラスチック類、紙くず、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず、木くず、がれき類（廃プラスチック類、ガラスくず・コンクリートくず
及び陶磁器くず、がれき類は石綿含有産業廃棄物を含む）

有価物として売却

委託業者排出業者 収集運搬業者

選別、圧縮㈱永野商店

中間処理 処理方法

■汚泥、金属くず（以上2品目は廃乾電池
（水銀使用製品産業廃棄物を含む）に限る）

有価物として売却

委託業者排出業者 収集運搬業者

破砕・選別・固化
破砕・選別

㈱永野商店

中間処理 処理方法

■廃プラスチック類
■ゴムくず ■木くず ■紙くず
■繊維くず 有価物として売却

年年年年年
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年年年年年年年年年年年年年年年年年
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年年年年年年年年年年

P.15

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 年年年年年年年年年年年年 1年



年年年年年年年年年年年年 RPF( 年年年年 )
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年 年年年年年年年年
年年年年年年 年年 年年年年年年年 年年年年年年
年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年

年年年年年年年年年年年年

2025 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 ㈱年年年年年年年年年年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

環環

環

年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年

RPF( 年年年年年 )

年年 (年年 )

年年年 (年年年年 )

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年 CO2 年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年

年年年年年年 年

年年年年年年 年
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年年年年

株式会社永野商店は、

企業としての社会的責任を強く認識し、

私たちが持つ環境技術を向上させ、

持続可能な循環型社会の構築に貢献します

P.18



年年年年年年

基本理念に基づき、環境経営方針を以下のように制定します。

1. 全従業員参加のもと環境型資源化の推進を図り、環境法令、条例及びその他の
要求事項を遵守。また汚染の予防に努めます。

2. 環境関連の法規や、業界団体や当社の自社基準を整備します。これを遵守し、そ
の状況を評価します。

3. 当社の重要な環境問題に対する対策を推進する為に、事業活動に伴う環境側面
の内、 技術的、経済的に可能な範囲で環境目的、目標の設定を行い、定期的な
見直しを行うことにより、業務システムの改善や環境への負担の低減を図り、継
続的に改善します。

4. この環境経営方針を社内に掲示し全従業員はもとより、事務所にも掲示するこ
とで、一般の方にも公表します。

① 廃棄物等、選別、分別の作業を行う上で、リサイクル向上を図り、資源再利用の促進に
努めます。効率の良い作業を心がけます。

② 電力、車両燃料等のエネルギー及び水使用量の削減に努め、CO2排出量を削減 し
ます。

③ 一般廃棄物、産業廃棄物の排出量を削減します。
④ 交通事故、現場事故など未然に防ぎ、異常時であっても速やかに対処できるよう社員
教育に努めます。

⑤ クレームに対し速やかに対応し、再発防止に努めます。
⑥ プライバシーマークの取得に伴い個人情報保護を守ります。機密情報を保護しつつ、
古紙を適正に処分することにより、古紙のリサイクル率向上に貢献します。

P.19

制定日：2023年4月1日
最終改定日：2025年4月1日

代表取締役 永野 順也



①年年年年年年年年 EA21 年年年年年年年年年年
②年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年

③EA21年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

④EA21年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

⑤年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年

⑥年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年

⑦年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年

⑧年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年

年年年

年年年年年年年

年年年

年年年年

代表取締役社長

専務取締役

常務取締役

環境管理責任者
EA21事務局

本 社

責 任 者

工
業
等
の
資
源
物
集
積
所

（
出
向
）

業
務
課

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル

総

務

課

北部事業所

責 任 者

業

務

課

洗

瓶

課

選

別

課

総

務

課

営

業

課

西部事業所

責 任 者

業

務

課

総

務

課

北部工業団地

責 任 者

業
務
課

金
属
リ
サ
イ
ク
ル

年年年年

P.20

※出向：インフラ・エネルギー先方持ちでの敷地内集積所や、常駐的仕分け積み込み作業として勤務



4. 年年年年年年
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年年年年 年年

試行期間 年間

2022年4月～

2023年3月

2023年4月～

2023年9月

2023年4月～

2024年3月

2023年10月～

2024年6月

2024年7月～

2025年6月

2025年7月～

2026年6月

１．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 2,560,340 1,267,368 2,534,737 2,509,133 2,483,530 2,457,926

（1）電気使用量削減 kWh 778,851 385,531 771,062 763,274 755,485 747,697

本　　　　社 kWh 192,330 95,203 190,407 188,483 186,560 184,637

西部事業所 kWh 179,434 88,820 177,640 175,845 174,051 172,257

北部事業所 kWh 359,182 177,795 355,590 351,998 348,407 344,815

北部工業団地 kWh 47,905 23,713 47,426 46,947 46,468 45,989

（2）ガソリン使用量削減 L 6,477 3,206 6,412 6,347 6,283 6,218

（3）軽油使用量削減 L 773,364 382,815 765,630 757,897 750,163 742,429

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 1.54 0.76 1.52 1.51 1.49 1.48

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 1,540 762 1,525 1,509 1,494 1,478

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 0 0 0 0 0 0

３．水使用量の削減 m³ 3,229.0 1,598.4 3,196.7 3,164 3,132 3,100

４．化学物質使用量の削減 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

％ 73 70％以上 70％以上 70％以上 70％以上 70％以上

単位

基準年

2022年度

目標

2023年度（1%削減） 2024年度

（2%削減）

2025年度

（3%削減）

2026年度

（4%削減）

５．受託した廃棄物及び再生資源の

　　中間処理によるリサイクル率

備考

(1) 2022年度購入電力の二酸化炭素排出係数（すべてR3年度実績調整後）は、本社4，5月0.567kg-CO2／kWh（丸紅新電力）、6月～3月0.441kg-CO2／kWh（ENEOS）、西部事業所

0.408kg-CO2／kWh（エネット）、北部事業所0.495kg-CO2／kWh（新出光）、北部工業団地0.382kg-CO2／kWh（九州電力）を使用した。

(2) 2023年度以降の購入電力の二酸化炭素排出係数（すべてR3年度実績調整後）は、全事業所0.382kg-CO2／kWh（九州電力）を使用した。

(3) 2023年度試行期間の目標は「2022年度分×1/2の―1％」として設定。

P.22



5.年年年年年年
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年年年年年年

部門（責任者） 日程 評価

〇

〇

〇

活動項目

通年営業課長

新規出荷先の開拓

5.受託した廃棄物及び再生資源の中間処理によるリサイクル率

マテリアル原料化

最終残渣の削減

部門（責任者） 日程 評価

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

部門（責任者） 日程 評価

一般廃棄物 〇

産業廃棄物 〇

部門（責任者） 日程 評価

〇

〇

〇

部門（責任者） 日程 評価

判定基準

〇：達成、△：一部達成、×：未達成

1.二酸化炭素排出量の削減

活動項目

電気使用量

削減

太陽光発電の設置

作業計画の見直し

機械稼働時間の短縮及び切り替え運転の実施

EV車の導入

教育訓練の実施

軽油使用量

削減

ルート回収の見直し

教育訓練の実施

メンテナンスの強化

ガソリン使用

量削減

アイドリングストップの強化

2.廃棄物排出量削減

分別の徹底・マテリアル原料化

分別の徹底・マテリアル原料化

3.水使用量削減

洗車時など雨水利用

漏水の早期発見

設備改善の検討

4.化学物質使用量の削減

適正管理

活動項目

活動項目

活動項目

（各事業所）

工場長
通年

通年（各事業所）工場長 〇

（各事業所）

工場長
通年

通年総務課長

通年業務課長

通年営業課長

P.24

部門（責任者） 日程 評価

総務部長 通年 〇

6.環境負荷削減への取り組み

活動項目

ホームページ上での啓発活動

年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 Q&A年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
年年年年年年年年年年年年年年

年年年年年 6.年年年年年年年年年年年年年



6.年年年年年年年年年年年年年年年

                     年年年年年年年年年年年年
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年年年年年年年年年年年年年年

目標

（3%削減）

１．二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 2,483,530 2,798,102 -13%

（1）電気使用量削減 kWh 755,485 1,122,492 -49%

本　社 kWh 186,560 219,939 -18%

西部事業所 kWh 174,051 336,305 -93%

北部事業所 kWh 348,407 516,072 -48%

北部工業団地 kWh 46,468 50,176 -8%

（2）ガソリン使用量 L 6,283 12,620 -101%

（3）軽油使用量 L 750,163 810,159 -8%

２．廃棄物排出量の削減 ｔ 1.49 1.50 0%

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 1,494 1,495 0%

産業廃棄物排出量の削減 ｔ 0 0

３．水使用量の削減 m³ 3,132 4,116 -31%

４．化学物質使用量の削減 適正管理 適正管理

％ 70％以上 約88％
５．受託した廃棄物及び再生資源の

　　中間処理によるリサイクル率

削減率等実績

備考

（1）北部事業所及び西部事業所内にソーラー発電を設置して

いて、北部は自社消費、西部は電力会社へ売電を行っています。

（2）2023年度購入電力の二酸化炭素排出係数（すべてR3

年度実績調整後）は、全事業所0.402kg-CO2／kWh（九州

電力）を使用した。

P.26

ガソリンについて、社用車と営業車が対象となります。

目標値設定の時点より人員が増加（4人→8人）し、

活動範囲が広くなったことで使用量増加となります。

西部事業所は、2023年7月よりRPF（固形燃料）

製造を開始し、同施設内のソーラー発電で売電量

210,907kWh分を相殺していますが、起動頻度や稼

働時間の増加により、昨年度と比較して1.5倍ほど

使用量の増加となっています。

RPF生産量（前期719.89ｔ 今期1341.36ｔ）



年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

P.27

Ｒ4年7月～Ｒ5年6月 Ｒ5年7月～Ｒ6年6月 Ｒ6年7月～Ｒ7年6月 単位

売上 2,843,275 2,878,032 3,028,831 千円

中間処理量 8,294 8,212 12,758 ｔ

総Co2-kg量 2,560,340 2,131,913 2,790,585

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

2,750,000

2,800,000

2,850,000

2,900,000

2,950,000

3,000,000

3,050,000

Ｒ4年7月～Ｒ5年6月 Ｒ5年7月～Ｒ6年6月 Ｒ6年7月～Ｒ7年6月

売上高と中間処理量の推移

中間処理量 売上

100万円あたりのCO2排出量

年度 Kg-co2/100万円

R6-R7 921.34

R5-R6 740.75

R4-R5 900.49

処理量ｔあたりのCO2排出量

年度 Kg-co2/中間処理量ｔ

R6-R7 218.73

R5-R6 259.61

R4-R5 308.70

EE値ｔ 処理効率
1Kg-co2排出してできる

中間処理量ｔ

年度 処理量ｔ/Kg-co2

R6-R7 0.005

R5-R6 0.004

R4-R5 0.003

EE値￥ 売上効率
1Kg-co2排出してできる

売上金額￥

年度 売上￥/Kg-co2

R6-R7 1,085

R5-R6 1,350

R4-R5 1,111

二酸化炭素排出量に見る
環境効率評価



年年年年年年年年

P.28

料金 料金単位：円

使用量 使用量単位：kwh

事業所名 利用月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 2025年4月 2025年5月 2025年6月 期間合計

料金 544,134 603,714 555,990 545,497 546,878 558,780 626,418 559,966 547,020 602,159 627,393 581,621 6,899,570

使用量 16,709 17,770 17,341 17,128 17,758 17,761 21,005 19,078 18,184 19,913 18,815 18,477 219,939

料金 836,863 954,818 931,865 956,464 896,365 857,203 840,455 797,811 760,039 818,174 921,993 881,275 10,453,325

使用量 25,180 28,537 31,701 32,160 30,082 27,403 26,893 26,912 24,941 26,401 27,747 28,348 336,305

料金 856,807 1,239,762 1,358,266 1,436,456 1,267,746 1,432,445 1,761,991 1,467,775 1,491,001 1,681,761 1,827,846 1,707,314 17,529,170

使用量 20,182 32,928 39,076 41,916 34,928 40,543 54,684 44,716 45,786 51,764 56,364 53,185 516,072

料金 173,193 169,325 160,964 165,515 161,954 186,233 181,062 180,888 194,685 184,742 174,351 175,934 2,108,846

使用量 4,021 3,646 3,591 3,819 3,688 4,505 4,281 4,557 6,358 4,390 3,670 3,650 50,176

料金 2,410,997 2,967,619 3,007,085 3,103,932 2,872,943 3,034,661 3,409,926 3,006,440 2,992,745 3,286,836 3,551,583 3,346,144

使用量 66,092 82,881 91,709 95,023 86,456 90,212 106,863 95,263 95,269 102,468 106,596 103,660

※太陽光 料金

使用量

事業所名 利用月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 2025年4月 2025年5月 2025年6月 期間合計

料金 8,710 9,891 10,072 4,963 3,985 4,339 4,934 4,887 4,025 4,030 4,091 5,060 68,987

使用量 276 341 416 85 21 41 75 82 25 23 25 82 1,492

料金

使用量

事業所名 利用月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 2025年4月 2025年5月 2025年6月 期間合計

料金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 9,880 6,000 6,050 4,190 4,020 3,490 3,580 3,680 3,580 4,880 4,870 4,370 58,590

料金 568,457 742,379 951,829 248,032 293,490 482,772 435,594 468,484 589,120 668,079 933,493 671,747 7,053,476

使用量 25,595 25,595 26,359 6,493 7,683 12,647 11,695 13,018 15,766 18,516 24,924 22,616 210,907

北部

（自家消費）

西部（売電）

300000126745

■電力使用量 エネット

九州電力

太陽光
■太陽光（ソーラー）発電量

※エネットに関しては、太陽光発電を動

かすための電力の使用量になる

エネット

合　計

68,987

西部

1,492

合　計
7,053,476

269,497

北部

300000196116

西部

300000196132

工業団地

300000150807

月間合計

■電力使用量 九州電力
九州電力

合　計

36,990,911

1,122,492

本社

300000196736



年年年年年年年年

P.29

料　金 料金単位：円

使用量 使用量単位：㎥

事業所名 利用月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 2025年4月 2025年5月 2025年6月 年間合計

水道料金 1,479 1,479 1,479 1,479 1,479 1,496 1,496 1,512 1,512 1,529 1,529 1,512 17,981

下水道使用料 993 993 993 993 993 1,007 1,007 1,022 1,022 1,036 1,036 1,022 12,117

使用量 7 7 7 7 7 8 8 9 9 10 10 9 98

水道料金 17,941 16,973 16,731 15,521 15,521 16,731 16,489 9,713 9,713 11,165 10,923 22,055 179,476

下水道使用料 15,074 14,236 14,026 12,979 12,979 14,026 13,817 7,950 7,950 9,208 8,998 18,636 149,879

使用量 86 82 81 76 76 81 80 52 52 58 57 103 884

水道料金 63,855 58,135 58,135 72,721 72,435 64,427 64,427 66,143 65,857 64,713 64,427 74,723 789,998

下水道使用料 43,986 38,958 38,958 51,780 51,529 44,489 44,489 45,998 45,746 44,741 44,489 53,540 548,703

使用量 220 200 200 251 250 222 222 228 227 223 222 258 2,723

水道料金 1,600 2,046 1,897 1,303 1,303 8,129 8,129 8,855 8,613 8,855 8,855 9,339 68,924

下水道使用料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

使用量 13 16 15 11 11 47 47 50 49 50 50 52 411

下水道使用料 890 890 890 890 890 890 890 890 890 890 890 890 10,680

使用量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※使用量は水道局からの請求書に記載がないため、このままで申請

水道料金 84,875 78,633 78,242 91,024 90,738 90,783 90,541 86,223 85,695 86,262 85,734 107,629 1,056,379

下水道使用料 60,943 55,077 54,867 66,642 66,391 60,412 60,203 55,860 55,608 55,875 55,413 74,088 721,379

使用量 326 305 303 345 344 358 357 339 337 341 339 422 4,116

本社

0687465

■水道使用量
熊本市

上下水道局

全事業所

合　計

1,788,438

4,116

北部

3353260

西部

0999853

工業団地

3387433

北部（井水）

7266965

月間合計
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P.30

料　金 料金単位：円

使用量 使用量単位：L

事業所名 利用月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 2025年4月 2025年5月 2025年6月 年間合計

料金 21,646 34,972 23,909 8,858 28,379 16,436 22,019 13,484 29,157 7,211 8,365 15,046 229,482円

使用量 142.79 233.79 158.35 57.71 184.89 106.04 138.67 84.12 178.89 44.11 53.46 100.31 1,483L

料金 10,540 5,449 8,564 5,100 16,132 7,061 5,973 4,802 8,360 9,192 5,930 5,779 92,882円

使用量 71.50 37.50 58.42 34.65 98.99 47.48 39.17 32.20 53.32 58.51 39.51 40.30 612L

料金 21,062 20,616 18,178 18,548 18,302 17,548 14,491 15,704 18,820 18,226 19,371 18,069 218,935円

使用量 142.90 141.88 124.00 126.02 124.50 118.01 95.01 102.04 120.02 116.01 129.04 126.00 1,465L

料金 105,830 69,243 109,971 84,105 85,462 147,359 143,007 140,635 124,141 149,892 141,137 113,807 1,414,589円

使用量 698.09 462.85 728.78 546.59 556.74 950.71 900.57 876.78 760.66 916.75 901.85 759.73 9,060L

料金 159,078 130,280 160,622 116,611 148,275 188,404 185,490 174,625 180,478 184,521 174,803 152,701 1,955,888円

使用量 1,055.28 876.02 1,069.55 764.97 965.12 1,222.24 1,173.42 1,095.14 1,112.89 1,135.38 1,123.86 1,026.34 12,620L

料　金 料金単位：円

使用量 使用量単位：L

事業所名 利用月 2024年7月 2024年8月 2024年9月 2024年10月 2024年11月 2024年12月 2025年1月 2025年2月 2025年3月 2025年4月 2025年5月 2025年6月 年間合計

料金 834,163 749,386 716,642 938,884 897,126 924,479 911,577 827,763 904,049 958,408 790,616 833,924 10,287,017円

使用量 9,096.83 8,364.06 7,874.11 10,151.17 9,699.54 9,825.65 9,321.74 9,344.47 8,854.44 9,350.38 8,279.41 9,371.30 109,533L

料金 3,847 0 0 6,928 5,290 6,828 13,316 2,796 48,511 1,904 0 2,978 92,398円

使用量 42.00 0.00 0.00 75.80 58.00 73.50 137.70 28.50 387.13 18.80 0.00 34.00 855L

料金 3,612,000 3,024,000 3,060,000 2,550,000 3,060,000 3,132,000 2,548,000 2,760,000 3,230,000 2,850,000 3,168,000 2,952,000 35,946,000円

使用量 42,000 36,000 36,000 30,000 36,000 36,000 28,000 30,000 34,000 30,000 36,000 36,000 410,000L

料金 2,290,542 2,325,964 2,179,239 2,256,890 2,153,972 2,498,342 2,200,084 2,210,401 2,627,322 2,458,346 2,475,272 2,137,946 27,814,320円

使用量 24,711.03 25,609.81 23,631.10 24,066.01 22,941.44 26,176.39 22,315.15 21,925.69 25,382.39 23,691.11 25,561.18 23,759.55 289,771L

料金 6,740,552 6,099,350 5,955,881 5,752,702 6,116,388 6,561,649 5,672,977 5,800,960 6,809,882 6,268,658 6,433,888 5,926,848 74,139,735円

使用量 75,849.86 69,973.87 67,505.21 64,292.98 68,698.98 72,075.54 59,774.59 61,298.66 68,623.96 63,060.29 69,840.59 69,164.85 810,159L

K社

月間合計

全事業所

合　計

74,139,735円

810,159L

D社

A社

A社

※西部

軽油

A社

A社

※西部

K社

月間合計

■軽油使用量

D社

■ガソリン使用量
揮発油

ガソリン

全事業所

合　計

1,955,888円

12,620L
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項目 取組結果 次年度の取組み

1

二酸化炭素排出量の削減 全体的に目標は達成されていない。 次年度も取り組みを継続

電気使用量削減

本社 目標は未達成、業務量増加のため
作業計画の見直し。機械稼働

時間の短縮。

北部事業所 目標は未達成、業務量増加のため 次年度も取り組みを継続

西部事業所 目標は未達成、業務増加のため 次年度も取り組みを継続

北部工業団地 目標は未達成、業務量増加のため 次年度も取り組みを継続

ガソリン使用量削減 目標は未達成、業務増加のため 次年度も取り組みを継続

軽油使用量削減 目標は未達成、業務量増加のため 次年度も取り組みを継続

2 廃棄物排出量の削減

一般廃棄物の削減 変化なし 今後も分別処理を徹底する

産業廃棄物の削減 変化なし 次年度も取り組みを継続

3 水使用量の削減 業務拡大による使用料の増加
節水の呼びかけ、車両洗車時間

の短縮などを実施する。

4 化学物質使用量の削減 適正管理 次年度も取り組みを継続

5
受諾した廃棄物及び再生資源の中間処理によるリサイクル

率
目標は達成できた 次年度も取り組みを継続

P.32
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区分 法令名 確認要 確認内容 ポイント 担当者

業許可関係+2:16 許可期限の確認

産業廃棄物の保管基準（搬入） 指定場所、種類、方法、期間、表示

産業廃棄物の中間処理設備 施設設備の維持管理

産業廃棄物の処理委託基準 保管基準等の遵守

廃棄物の管理 マニフェスト報告6月

収集車表示・マニフェスト携帯 携行の確認他

施設表示 表示板の確認

プラスチック資源循環促進法 ○ 中間処理 排出事業者として該当するか環境省の見解を確認 森

古物営業法 ○ 中間処理 古物の売買又は交換を含む古物商許可 森

容器包装リサイクル法 ○ 収集廃棄物 再生資源の商品化 宮田

特定家庭用機器再商品化法 ○ 収集廃棄物 家電4品目他の適正処理 宮田

フロン抑制法 ○ 中間処理 回収報告5月 嘉納

自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関する特別措置法 ○ 収集廃棄物 自動車Nox法 宮田

食品循環資源の再生利用等の促進に関する法律 ▲ 収集廃棄物 ▲

ダイオキシン類等対策特別処置法 ▲ 該当せず ▲

消防法 ○ 危険物の貯蔵取り扱い 火災予防処置（防火・消火設備） 宮地

毒物及び劇物取締法 ○ 希硫酸 表示義務 宮地

化学物質管理法 ○ 略称PRTR法 対象化学物質の確認（常時確認） 宮地

下水道法 ○ 下水道への流出（pH5～9）の確認 洗瓶課で管理 宮地

道路交通法 ○ 速度違反防止／過積載防止／飲酒チェック 森

使用済自動車の再資源化等に関する法律 ○ 業務課対応 廃車時の処分 森

計量法 ○ 計量器の定期検定／主任計量士 年次確認で行う 森

エネルギーの使用の合理化等に関する法律 ▲ 略称省エネ法 ▲

浄化槽法 ○ 工業団地が該当する *指定業者が管理 嘉納

特定物質の規制等によるオゾン層の保護に関する法律 ▲ 該当せず ▲

工場立地法 ▲ 該当せず ▲

工業用水法 ▲ 該当せず ▲

特定特殊自動車排出ガス規制法（オフロード法） 〇 フォークリフト、建設機械 基準適合表示の確認 宮地

▲ 本社（準工業地域） ▲

▲ 北部事業所（準工業地域） ▲

▲ 西部事業所（市街化調整区域） ▲

▲ 北部工業団地（市街化調整区域） ▲

大気汚染防止法 ▲ 煤煙、煤じん ▲

水質汚濁防止法 ▲ 汚濁物質の河川への流出 ▲

騒音規制法 ○ プレス機/空気圧縮機 定格出力の確認 宮地

振動規制法 ○ プレス機/空気圧縮機 定格出力の確認 宮地

資源の有効な利用の促進に関する法律 ○ 省資源化・廃棄物発生の抑制 再生資源・部品の利用 森

循環型社会形成推進基本法 ○ 廃棄物発生の抑制 再使用・再利用・再生利用の推進 森

国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律 ○ 略称グリ－ン購入法 環境物品等の購入 森

熊本市環境条例 ○ 随時確認 環境法等 宮地

○ 事業者の処置義務 危険・健康障害・労災防止・安全作業等の保持 森

○ 安全管理者の選任 森

○ 産業医の選任 日本医師会認定産業医登録証確認 森

○ 安全委員会の開催 森

○ はい作業主任者の選任 はい作業主任者の社内掲示 宮地

人と環境法関係

悪臭防止法／特定悪臭物質

労働安全衛生法

森

業許可関係

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○

設備関係

2025 年 1年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
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○規制地域の区分について（特定事業場等及び特定建設作業）

熊本市における騒音及び振動の規制地域は、原則として下記のとおりとなっております。

都市計画法の用途区分 騒音の規制区分 振動の規制区分 特定建設作業の規制区分

第1種低層住居専用地域

第2種低層住居専用地域

第1種中高層住居専用地域

第2種中高層住居専用地域

第1種住居地域

第2種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

用途地域外

工業地域

工業専用地域

臨港地区

無人島

○規制基準について（特定事業場等）

●騒音にかかる規制基準（特定工場等）

昼間 朝夕 夜間

（午前8時から午後7時） （午前6時から午前8時、 （午後10時から翌日の午前6時）

午後7時から午後10時）

第1種区域 50 dB 45 dB 40 dB

第2種区域 60 dB 50 dB 45 dB

第3種区域 65 dB 60 dB 50 dB

第4種区域 70 dB 65 dB 60 dB

●振動にかかる規制基準（特定工場等）

昼間 夜間

（午前8時から午後7時） （午後7時から翌日午前8時）

第1種区域 60 dB 55 dB

第2種区域 65 dB 60 dB

適用除外

第1種

第1種

第1号区域

第2種

第3種

第2種

第4種 第2号区域
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年 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 年年年年年年 7年 12年 25 年

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 年年年年年年 7年 12年 25 年

環境経営目標 環境経営目標の達成状況 環境経営計画の実施状況 コメント

1 環境経営目標の達成状況と環境経営計画の実施状況

二酸化炭素排出量の削減 未達成 〇
次年度も活動を継続

特に注力する

廃棄物排出量の削減 未達成 〇 次年度も活動を継続

水使用量の削減 未達成 〇 次年度も活動を継続

化学物質の適正管理 未達成 〇 次年度も活動を計画

事業活動における環境配慮の推進 達成できている 〇 次年度も活動を計画

2 環境関連法規等の遵守状況のチェック結果 特に問題なし、法令チェックは最重要事項として取り組む。

3 外部からの苦情等の受付結果 19件発生した。

4 前回の代表者の指示事項とその取組結果 環境負荷の低減とリサイクル率の向上を目標として処理費用の削減に努める。

5 その他（前回の審査での指摘事項の改善結果、その他改善への提案） 法令チェックは最重要事項

環境経営システムが有効に機能しているか 機能している

環境への取組は適切に実施されているか 実施している

環境経営方針 変更の必要性 （〇有 ●無）

変更の必要性がある場合は

有に●を付けて、その指示事項を記

載する

環境経営目標・環境経営計画 変更の必要性 （〇有 ●無）

その他の環境経営システムの要素 変更の必要性

（〇有 ●無）

〇取組の対象組織・活動の明確化

〇環境関連法規等の取りまとめ

〇教育・訓練の実施

〇実施及び運用

〇環境負荷の把握・評価

〇実施体制の構築

〇環境コミュニケーションの実施

〇緊急事態への準備及び対応

〇環境文書及び記録の作成・管理

○取組状況の確認及び評価

P.37
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